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地形の成り立ちを探る
地震による隆起や沈降は地形を変え、地球温暖化による海水面の上昇
や河川の氾濫は低地を水没させるなど、人間の生存や活動は地形環境に
大きな影響を受けています。近年では、このような事例をよく耳にする
のではないでしょうか。こうした問題は過去においても同様であったと
考えられます。縄文時代早期～前期に起こった縄文海進はその好例で
しょう。近年の研究によって、岡山平野では、海進やその後の海退によっ
て土地が大きく変化し、当時の人々の生活に強い影響を与えていたこと
がわかっています。
このように、人間活動の歴史を理解するためには、当時の地形環境を
探り、それと考古資料との関連を分析することが一つの重要な視点とな
ります。本号では、岡山大学構内遺跡である鹿田遺跡を対象に、ボーリ
ングコアを用いた地形の成り立ちについてみてみましょう。
（山口雄治）
左：ボーリングコア調査風景　右：ボーリングコア
ボーリング調査とは、円筒状の穴を地面にあけて
地層を採取し、その構成や特徴、堅さを把握する調
査方法です（右写真）。一般的には、建物を建てる際
の地盤を調査するために行われています。
鹿田キャンパスでは、ボーリング調査がこれまで
に59回行われています。しかし、多くの場合は土壌
の採取がサンプル的にしか行われないため、地下の
詳細な情報を得ることができません。そこで、新た
に地下10ｍ分の土壌そのものを連続的に採取して
（表紙写真右）、様々な分析を行いました。この分析
の成果を基準に、他のボーリング調査のデータにつ
いても再評価することができます。詳細な地層の堆
積状況の把握と分析は、縄文海進の具体的な状況と
いった環境の変遷や過去の地形の復元につながりま
す。こうしたデータは、地質学はもとより考古学に
おいても貴重なデータとなるでしょう。
ここでは、鹿田遺跡の地下の堆積環境と過去の地
形について、みてみたいと思います。
地形の成り立ちを復元するためには、土が、いつ、
どのような環境で堆積したのかを明らかにする必要が
あります。そこで、地質学的観察・記録（表紙写真左）
はもとより、年代測定、電気伝導率測定、珪藻分析
を行いました（右図）。電気伝導率とは、土中におけ
る電気の通りやすさを測るもので、値が高い方が海
の影響を示します。珪藻は淡水から海水に至る水域
に生息しており、様々な環境に適応して棲み分けてい
る藻類です。珪藻の種類を調べることで当時の水環
境を知ることができます。こうした成果をもとに、各層
の年代と堆積環境についてみてみましょう。
７層は砂礫で構成されています。時期は、ＡＴ火
山灰（約30,000～28,000年前）が検出されていること
から旧石器時代と判断できます。６層・５層になると砂
礫から泥へ大きく変わります。電気伝導率は高く、生
痕（貝類の巣穴など）も観察されることから、海の影
響が示されます。また珪藻も、海水泥質干潟などを伴
う内湾環境に生息する種が検出されました。アカホヤ
火山灰（約7,300年前）が検出されていることから、時
期は縄文時代早期と考えられます。これは、縄文海
ボーリングのデータを使って過去の地形を復元して
みましょう。ここでは地形を立体的、視覚的に捉える
ために、空間統計学的手法であるクリギングという
方法を用いて、地中に埋もれた旧地形を予測しました
（右図上）。
海進以前の旧石器時代の地層である７層上面の
地形は、北東－南西方向に丘陵状の高まりがありま
す（図中の赤～黄色部）。その東側にはそれに沿う
ように低位部が谷状にはいっていますが（図中の青
色部）、こうした地形は、旧旭川の流れが反映され
たものかもしれません。また西側にも広く窪んだ低位
部があります。この層の高低差は約4.5ｍもあります。
現代の平坦な地形とは全く異なり、非常に高低差の
ある複雑な地形が広がっていたことがわかります。そ
の後、高低差は縄文時代早期の５層で約3.8ｍ、縄
文時代後期後半以降の３層で約３ｍとなり、徐々に
差が小さくなり、凹凸がならされていきました。
弥生時代前期に再度陸地化し、弥生時代中期後
半に初めて人間活動の場となります。発掘調査の成
果から復元された弥生時代後期の推定地形につい
てみてみましょう（右図下）。旧旭川の沖積作用によ
る土砂の供給によって、微高地が3つ形成されてい
ます。そのうち最も高い微高地は中央部にあり、住
居や井戸が形成されて、集落が営まれています。こ
の地点は、旧石器時代の地形が踏襲されているよう
です。西側にある2つの微高地はこの段階で新たに
形成されたのでしょう。微高地の間や南部は一段低
くなっており、一部では水田として利用され、周囲
には河川が流れていました。
鹿田の地は、海や河川の影響を受けながら土地
が形成され、人間が活動できる空間となりました。ど
のような土地が形成されているのか、を知ることで、
ムラの様子を知る手がかりも得られるでしょう。
地層を採取する－ボーリング調査－
ボーリングコアにみる鹿田遺跡の地層と堆積環境
地形の変化
ボーリングコアを採取する様子
進によって鹿田の地が海中に没していたことを示して
います。４層になると、電気伝導率が極めて低い粗砂
へとダイナミックに変わります。縄文時代前期にも海進
は継続していましたが、この場所では旧旭川の河川
活動によって砂が大量に堆積し、再び陸地になったよ
うです。また縄文時代中期になると海退することが他
の地点で確認されており、引き続き陸地であったよう
です。３層になると徐々に泥となり、外洋の影響を受
ける内湾環境へと変化しました。その時期は縄文時
代後期後半です。その後、再び陸地化するのは弥生
時代前期頃であるということが、発掘調査の成果か
らわかっています。
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2019年８月から2020年３月にかけて、岡山大学津
島キャンパスで津島岡大遺跡第37次発掘調査を実施し
ました。
調査の結果、弥生時代前期の旧河道が調査区北側を
東西に流れることや、弥生時代後期から古墳時代後期
にかけての溝が20条以上めぐることを確認できまし
た。この時期の居住域は、本調査地点の南西部に位置
する第10次調査地点において確認されています。本調
査地点は、そうした居住域の周辺にあたる場所と推測
されます。この地点に溝を配することで、キャンパス
北側に広がる、より低位部の耕作域に水を供給してい
たのでしょう。
古代においても、溝が15条掘削されていました。溝
の中には、耳環や埴輪片といった古墳に伴う遺物が混
入しており、この時期に古墳の削平などを含む大規模
な造成が行われたことを示します。中世になると、そ
れ以前の溝群とは異なる方向を指向し、近世へと継続
していきます。
本調査地点は、溝が幾重にも重複している点に特
徴があります。溝の方向とその時期的変化や出土遺
物は、ムラの空間構成や土地改変の歴史といった点を
語ってくれます。
津島岡大遺跡第37次発掘調査成果から
弥生時代後期～古墳時代後期の溝群
津島岡大遺跡第５・６次調査では、貯蔵穴の中から
炭化アズキと思われるマメ類やダイズの圧痕土器が出
土していました。今回、炭化マメ類の資料について再
調査し、種の同定やサイズ計測、年代測定を行った結
果、アズキとダイズが間違いなく縄文時代後期中葉に
利用されていたこと、そしてそれらは、野生種よりも
大きなサイズであることから栽培化されたものである
可能性が高いことがわかりました。
これまで西日本地域におけるマメ栽培は、中部高地
からの大型マメ品種の伝播によって説明されてきまし
た。本資料は、その伝播の時期を探る上で重要なもの
といえます。
【会　場】　（公財）倉敷考古館（倉敷市中央1-3-13）
【会　期】　2020年４月24日（金）～８月２日（日）
【休館日】　月曜・火曜（祝祭日は開館） 
【入館料】　一般500円／大高生400円／小中生300円
【主　催】　岡山大学文学部考古学研究室／岡山大学埋
蔵文化財調査研究センター／（公財）倉敷考
古館
【共　催】　倉敷市教育委員会
※詳細は倉敷考古館ホームページ
　http://www.kurashikikoukokan.comでご確認ください。
詳細は、本センター発行の『紀要2018』をご覧くだ
さい（岡山大学学術成果リポジトリ：http://ousar.lib.
okayama-u.ac.jp/ja（４月掲載予定））。
縄文時代のマメ栽培
縄文時代後期中葉のマメ類
岡山大学・倉敷考古館学術連携協定記念企画展
『二万大塚古墳の世界 ―真備、下道の大豪族―』
＜開催のお知らせ＞
ボーリングコアに貝類などの巣穴をみつけた時は、こ
れが縄文海進の痕跡か！？と興奮しました。土層の観
察・理解には本学大学院自然科学研究科鈴木茂之先生に
ご協力いただいています。感謝申し上げるとともに、こ
れからも分野を超えた共同研究を進めていきたいです。
 （山口）
編集後記
